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伊勢市の情報をお届けします

広報

　市では、これまで障がいについて知る機会がなかったり、障がいのある人と接する
機会がなかった皆さんに、障がいへの理解を深めて支援につなげていただく取り組み
として「障がい者サポーター制度」を始めます。
　「障がい者サポーター制度」の詳細については、２ページをご覧ください。

　障がい者サポーター制度の発足を記念して、シンボル
マークを募集した結果、全国から 541 点（うち小・中学
生 300 点）の作品が寄せられました。たくさんのご応募
ありがとうございました。

最優秀賞　増
ま す

池
い け

 誠
せ い

史
じ

さん
（豊中市在住）

（札幌市在住） （神社小学校）

画：岡部 志士さん

優秀賞　村
む ら

本
も と

 繁
し げ

雄
お

さん、　川
か わ い

合 優
ゆ う

希
き

さん

障がい者サポーター制度が
始まります！

高齢・障がい福祉課（☎２１-５５５８　 ２０-８５５５）

「障がい者サポーター」の
　シンボルマークが決定しました！

作 品 紹 介

そ の 受他 賞の 者

作品に込めた思い
　障がいの有り無しにかかわらず、気軽に声をか
け合い、困っている人のお手伝いができる、そん
な「だれもが自分らしく暮らせる共生のまち」の実
現を目指す「障がい者サポーター制度」を、笑顔を
交わして、手をつなぎ合う姿で表現しました。

選定理由
　動きがあり、また、明るいデザイン
であり、障がいの有無にかかわらず、
気軽に声を掛け合う「共生」という
イメージを与え、市民の皆さんに障
がいへのさらなる理解が広がってい
くことを期待して決定しました。



笑
顔
つ
な
が
る
、
広
が
る
　

障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー

「
知
る
」
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

も
っ
と
知
り
た
い
！

　
伊
勢
市
に
は
、
障
が
い
の
あ

る
人
が
約
７
０
０
０
人
（
障
害

者
手
帳
保
持
者
数
）
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

　

障
が
い
は
、
病
気
や
事
故
、

年
齢
を
重
ね
る
こ
と
で
、
誰
に

で
も
生
じ
得
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
市
で
は
、
障
が
い
者
へ
の
支

援（
サ
ポ
ー
タ
ー
）の
輪
を
広
げ

る
こ
と
で
、
障
が
い
が
あ
っ
て

も
な
く
て
も
「
誰
も
が
自
分
ら

し
く
暮
ら
せ
る
自
立
と
共
生
の

ま
ち 

い
せ
」
の
実
現
を
目
指

す
た
め
、「
障
が
い
者
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー

と
は
？

サ
ポ
ー
タ
ー
グ
ッ
ズ

っ
て
あ
る
の
？

サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
る
た
め
に
は
？

サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

会
っ
て
ど
ん
な
内

容
な
の
？

企
業
や
団
体
で

サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
り
た
い
の
で
す
が
？

　

さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
の

特
性
や
、
障
が
い
の
あ
る

人
へ
の
必
要
な
配
慮
を
理
解
し
、

日
常
生
活
の
中
で
ち
ょ
っ
と
し
た

配
慮
を
実
践
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

　「
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
や
っ

て
み
よ
う
」
と
い
う
思
い
の
あ
る

人
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
例
え
ば
〕

◦
車
い
す
を
使
っ
て
い
る
人
が
、

高
い
所
に
あ
る
物
を
取
り
に
く

そ
う
に
し
て
い
る
と
き
「
お
取

り
し
ま
し
ょ
う
か
？
」
と
一
声
。

◦
目
が
不
自
由
な
人
に
対
し
、
駅

の
ホ
ー
ム
や
横
断
歩
道
な
ど
の

危
険
な
場
所
で
は
「
手
を
お
貸

し
し
ま
し
ょ
う
か
？
」
と
一
声
。

　
こ
ん
な
ち
ょ
っ
と
し
た
サ
ポ
ー

ト
も
、
障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー
の

役
割
の
一
つ
で
す
。

　

登
録
さ
れ
た
人
に

は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
を

証
明
す
る
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
お

渡
し
し
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
気
軽

に
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
で
き

る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
ピ
ン

バ
ッ
ジ
を
身
に
着
け
る
よ
う

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

会
に
参
加
し
、サ
ポ
ー

タ
ー
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

研
修
会
は
、
年
に
数
回
開
催

し
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
人
を
取

り
巻
く
状
況
や
障
が
い
の
特

性
、
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
な
ど

に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。
障
が
い
へ
の

理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

要
件
（
障
害
者
雇

用
率
を
達
成
し
て
い

る
、
障
が
い
者
福
祉
に
貢
献

し
て
い
る
な
ど
）
を
満
た
し

て
い
る
場
合
は
、
障
が
い
者

サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
認
定
さ
れ
た
企
業
・
団
体

に
は
、
市
か
ら
認
定
証
を
交

付
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　
企
業
・
団
体
の
ノ
ウ
ハ
ウ

（
知
識・経
験
）や
ス
キ
ル（
能

力
）
を
生
か
し
て
、
障
が
い

の
あ
る
人
へ
の
支
援
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
、
よ
り
一

層
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
の
普
及
な
ど
に
積
極
的
に

協
力
い
た
だ
け
る
企
業
・
団

体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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　市長が各地域に出向いて市民の皆さんのご意見を聴かせて
いただく「地域懇談会」を、10月から開催しています。
　今後の日程は下記のとおりです。
他の市民の皆さんのご意見や市長の
話を聴いていただくだけでも構いま
せん。幅広い世代の皆さんのご参加
をお待ちしています。

市長との地域懇談会開催日程

伊勢市の未来について市長と語りませんか

市長と 地域懇談会

とき 小学校区 ところ
12月22日㈭ 進修 宇治公民館
12月26日㈪ 豊浜西 豊浜西小学校１階会議室
1月10日㈫ 上野 沼木地区コミュニティセンター
1月12日㈭ 神社 神社小学校2階図工室
1月17日㈫ 北浜 北浜地区コミュニティセンター
1月19日㈭ 城田 JA伊勢城田支店会議室
1月23日㈪ 御薗 御薗公民館2階講堂
1月27日㈮ 中島 中島小学校1階ワークスペース

※時間はいずれも、19時３０分～20時３０分です。

※�修道、厚生、大湊、宮山、四郷、二見、今一色、小俣、明野の
各地区は、10月28日～ 12月１日に開催しました。

企画調整課（☎21–５５10  21–５５２２）

の

とき 小学校区 ところ
1月30日㈪ 豊浜東 豊浜東小学校1階特別活動室
1月31日㈫ 佐八 佐八小学校1階ワークスペース
2月15日㈬ 東大淀 東大淀町民会館
2月17日㈮ 浜郷 浜郷地区コミュニティセンター
2月20日㈪ 有緝 有緝小学校1階プレイルーム
2月23日㈭ 明倫 明倫小学校1階ワークスペース
2月28日㈫ 早修 早修小学校1階フレンドルーム

「 笑
しょう

子
し
・幸

こう
齢
れい

化
か

の
まちづくり」に向け、
ご意見をお待ちして

おります！

全国的に保育所の待機児童が多くなっており、その解消のためには、保育士の確保が必要不可欠です。
伊勢市内の保育所でも保育士が不足しています。
保育士の資格をお持ちの皆さんの力をぜひお貸しください。

例えば、次のようなことはありませんか。

市では、保育士として就職するに当たって、皆さんの相談を受けてサポートします。
気軽に連絡してください。

◦資格は持っているけれど、離職によるブランクで不安がある
◦保育士として働きたいけれど、経験がない
◦フルタイムの勤務は難しいけれど、短時間や週２、３日なら働きたい など

保育士を募集しています
～保育士資格をお持ちの皆さんの力をお貸しください～

こども課（☎21－5632  21－5555）
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地域包括ケア会議の様子

（図１）伊勢市の在宅支援ネットワーク

地域包括ケア推進課（☎２１-５５８３　 ２０-８５５５）

地域で自分らしく暮らす地域で自分らしく暮らす シリーズ

第5回
～医療・保健・介護・福祉の連携を進めていきます～

社
会
の
高
齢
化
に
伴
い
医
療
や

　
介
護
、
福
祉
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が

�

ま
す
ま
す
増
加
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
３
月
末
現
在
、
市

内
で
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人
は
７
６
３
０

人
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

２
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
約
６
割
の
人
が
、

何
ら
か
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
な
が
ら
在
宅
生
活
を

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
の
暮
ら
し
を
続
け

る
た
め
に
は
、
医
療
・
保
健
・

介
護
・
福
祉
が
一
体
と
な
り
、

在
宅
生
活
を
支
援
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
在
宅
生
活
に
関
わ

る
多
く
の
専
門
機
関
や
関
係
者

が
協
力
し
、
医
療
・
保
健
・
介

護
・
福
祉
な
ど
の
職
種
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
伊
勢
市
在
宅
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
図
１
）
で

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

お
互
い
の
理
解
を
深
め
な
が
ら

連
携
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

多
職
種
が
顔
を
合
わ
せ
て
意
見

交
換
や
研
修
を
行
う
「
地
域
包

括
ケ
ア
会
議
・
い
せ
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
会
議
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
職
の
役
割
を
学
ん
だ
り
、
医

師
や
訪
問
看
護
師
、
介
護
保
険

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
「
在
宅
で

の
看み

と取
り
」
に
つ
い
て
、
意
見

交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
伊
勢
市
の
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
向

け
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
多
職
種

を
結
ん
で
い
き
ま
す
。

　
今
後
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
最
期

ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
介

護
予
防
・
生
活
支
援
を
一
体
的
に
行
う
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
推
進
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
重
度
な
要
介
護
状
態
や
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
在
宅
生
活
に
関
わ
る
医
療
・
保
健
・
介
護
・

福
祉
の
各
関
係
機
関
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
支
援
を
し
て
い

ま
す
。

今
、
ど
う
し
て
在
宅

支
援
が
大
切
な
の
？

在
宅
生
活
を
支
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

医 師

理学療法士

薬剤師

介護保険の
ケアマネジャー

介護保険
サービス事業所

地域包括
支援センター

病 院

訪問看護師

歯科医師

歯科衛生士

行 政

本人・家族本人・家族
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今
回
は
、専
門
職
の
中
か
ら
、

伊
勢
薬
剤
師
会
の
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。

　
薬
剤
師
は
、
自
宅
で
の
療
養

生
活
を
、
医
師
・
看
護
師
・
介

護
職
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
薬
の
管
理
や
飲
み
や
す
く
す

る
工
夫
な
ど
、
薬
に
関
す
る
説

明
や
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
在
宅
療
養
中
で
通
院

が
困
難
な
人
を
対
象
に
、
医
師

の
指
示
に
よ
り
自
宅
へ
の
訪
問

も
行
っ
て
い
ま
す
。
医
師
の
処

方
箋
に
基
づ
き
調
剤
し
、
自
宅

へ
訪
問
し
て
薬
の
説
明
や
相
談

を
行
い
、本
人
の
状
態
や
薬
に
関

す
る
要
望
を
医
師
へ
伝
え
ま
す
。

　
薬
剤
師
の
訪
問
を
希
望
す
る

場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
薬
剤

師
の
訪
問
に
つ
い
て
は
「
訪
問

薬
剤
管
理
指
導
」
の
料
金
が
必

要
で
す
。

　
さ
ら
に
、薬
剤
師
会
で
は「
お

薬
の
出
前
講
座
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
、
下
記
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

薬
剤
師
の
活
動

平成29年１月12日㈭
19時～ 21時（開場は18時30分）

ハートプラザみその・多目的ホール

伊勢市・玉城町・度会町・南伊勢町・大紀町
在住の人

◦ 講話
　 「病院の医療ソーシャルワーカーの役割について」
　�医療ソーシャルワーカーの皆さん
　（�伊勢赤十字病院、伊勢慶友病院、市立伊勢総合病院、
田中病院、町立玉城病院、町立南伊勢病院）

◦対談
　「在宅医療は生活の中
� ～この街で生き、最期もこの家で～」
　遠藤�太久郎さん（いせ在宅医療クリニック医師）
　在宅で看取りを行った家族、訪問看護師、
　ケアマネジャー

200人（先着順）
※�申し込みは不要ですが、会場が満員になったときは入場でき
ない場合があります。

一般社団法人�伊勢地区医師会・
伊勢市・玉城町・度会町・南伊勢町・大紀町
※�手話通訳者・要約筆記者の派遣が必要な人は、12月27日㈫まで
に同課へ連絡してください。

　自宅などの生活の場で、診療や治療などを行うのが「在
宅医療」です。
　通院がままならなくなった場合でも、医師が自宅に来
てくれる訪問診療「在宅医療」なら安心です。
　この講演会では、安心して暮らせる地域づくりを目指
すため、「在宅医療」について知るとともに、病院から
地域へつなぐ医療ソーシャルワーカーの役割についての
話もあります。ぜひ、ご参加ください。

一般社団法人 伊勢薬剤師会
（☎20－0133　 20－0134）

　月～金曜日
　（祝日を除く）
　９時～17時

とき

対象

内容

定員

主催

ところ

住み慣れた場所で
�最期まで暮らすために

地域包括ケアシステム啓発講演会

～「在宅医療」と
　「医療ソーシャルワーカー」について～

対応日時
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２合未満
57.1%

２合以上
42.9%

このままで
よいと
思っている
55.6%

量を減らそうと
思っている
41.3%

やめようと思っている 1.6%

無回答 1.6%

～
み
ん
な
笑
顔 

伊
勢
の
元
気
人
～

こ
こ
ろ
が
け
よ
う
適
度
な
お
酒

健康文化都市シンボルマーク

シ
リ
ー
ズ 

伊
勢
市
健
康
づ
く
り
指
針
⑤

健
康
課（
☎
27–

２
４
３
５　

21–

０
６
８
３
）

　
平
成
28
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
第
２
期
伊
勢
市
健
康
づ
く
り

指
針
～
健
康
増
進
計
画
～
」（
計
画
期
間
：
平
成
28
年
度
か
ら
平
成

37
年
度
）
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
回
は
「
ア
ル
コ
ー
ル
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

昔
か
ら
「
酒
は
百
薬
の
長
」

と
い
わ
れ
、
適
量
を
守
っ
て
飲

め
ば
、
食
欲
増
進
、
ス
ト
レ
ス

解
消
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し

た
健
康
意
識
調
査
の
結
果
で
は
、

毎
日
飲
酒
を
す
る
人
の
中
で
、

飲
酒
量
が
２
合
以
上
の
人
の
割

合
は
、
４
割
を
超
え
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
毎
日
２
合
以
上
の
飲

酒
を
す
る
人
の
う
ち
、
お
酒
を

や
め
た
り
、
量
を
減
ら
す
つ
も

り
の
な
い
人
は
、
半
数
を
超
え

て
い
ま
す
。

　
飲
み
過
ぎ
は
肝
臓
に
大
き
な

負
担
を
掛
け
、
高
血
圧
や
糖
尿

病
、
食
道
が
ん
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
原
因
と
な
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

　
適
量
を
守
り
、
上
手
に
付
き

合
っ
て
、
健
康
的
に
お
酒
を
楽

し
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
お
酒
は
高
カ
ロ
リ
ー
で
、
体

に
害
を
及
ぼ
さ
な
い
適
度
な
量

は
、
1
日
当
た
り
純
ア
ル
コ
ー

ル
が
男
性
で
約
20
g
程
度
、
女

性
は
そ
の
半
分
の
約
10
ｇ
程
度

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
三
重
県
母
子

保
健
報
告
で
は
、
伊
勢
市
の
妊

婦
の
飲
酒
率
は
４・
７
％
で
あ

り
、
三
重
県
の
４・
３
％
に
比

べ
、
や
や
高
い
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。
妊
婦
や
授
乳
中
の
母

親
、
未
成
年
は
飲
酒
を
せ
ず
、

周
囲
の
人
は
お
酒
を
勧
め
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

適
量
を
知
り
、
飲
み
過
ぎ

な
い
よ
う
に
し
よ
う

適
量
っ
て
ど
れ
く
ら
い
？

妊
婦
や
未
成
年
は

飲
ま
な
い
で
！

●お酒の種類別適量（男性の場合）

●毎日飲酒をする人の飲酒量と今後の飲酒に対する考え方

※治療中の人は、かかりつけの医師に相談
してください。

平成26年10月「伊勢市民健康意識調査結果」より

自分や家族の健康について
考える日にしませんか？

　市民の皆さん一人一人が主役です。
生涯を健康で暮らせるような元気な
まち「健康文化都市 伊勢市」
を目指して、みんなで健康
づくりに取り組みましょう!!

毎月11日は「健康の日」

お酒との上手な付き合い方
◦適量を守る… ほろ酔い気分でストップしましょう 
◦アルコール度の強いお酒は薄めて飲む… 胃腸への負

担が軽減できます
◦食べながら飲む習慣を付ける… 低塩・高蛋

た ん

白
ぱ く

のつまみ
を食べながらゆっくり飲みましょう

◦みんなと楽しく飲む… やけ酒は深酒になりがち。笑い
ながらの楽しいお酒が一番です

◦週２日は休肝日をつくる… 肝臓に休養を与えましょう
◦たばこを吸いながら飲まない… アルコールにたばこの

害が加わり、発がんの危険が高まります
◦24時以降は飲まない… 翌日にお

酒が残りやすいため、深夜の飲酒
は避けましょう

中瓶１本
（500ml）
202Kcal

ビール

焼 酎 日本酒
ウイスキー
ブランデー

ワイン

25度1杯
(100ml)
140Kcal

２杯（200ml）
146Kcal

１合弱
(160ml）
164Kcal

ダブル1杯
(60ml)

135Kcal

※算出上の端数があるため、合計が100％にならないことがあります。
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少し交通量が多いため
注意が必要です

道が狭いため、
車に注意しましょう

5ｍ幅の広い歩道が
川沿いに続きます
きれいな景色が
遠くまで望めます

両脇には
歩道があります

交通量が多いため、
信号で渡りましょう

交通量が多いため、
信号で渡りましょう

階段を下り、
県道に出ます

足場が少し
不安定な狭い道が
続きます

緩やかな下りです

横断歩道を
渡りましょう

交通量が大変多い
ため約100ｍほど
要注意です

 

ROUTE
22

 

ROUTE
37

銀行

銀行

階段

歯科医院

伊勢図書館

早修小学校

宇治山田高等学校

砂
利

水門

コンビニ

辻久留
浦口南 筋向橋

階段

横断歩道

中島小学校

度会橋

スーパー

旭ヶ丘
バス停

宮川中学校

ホーム
センター

★1㎞

★2㎞

★4㎞

★3㎞

宮

　川

宮川新堤防コース

他のコースは、市のホームページに掲載しています。
伊勢のまちを楽しくウォーキング 検 索

商店街・団地あり。
一部交通量が多い
道路を横断します。

ウォーキングルート情報

このコースのエネルギー消費量

体重 1kg 当たり

運動レベル

特　徴

距 離

時 間

歩 数

平均
心拍数

楽である
～ややきつい

スタート
＆ゴール

約 5.0km
約 60分
約 6,500～
　　　7,000歩
約100～120拍 /分
（最大心拍数の約 50～60％）

例えば、体重 60kg の人の場合

4.7kcal×60kg ＝ 282kcal

4.7kcal

おにぎり約 1.7 個を
消費したことになります！

※おにぎり1個（100g・具なし）＝168kcalで換算

ウォーキングマップ
No.43

健康課（☎２７-２４３５　 ２１-０６８３）市内のウォーキングコースを紹介�

　ウォーキングは、「いつでも」「誰でも」
「どこでも」気軽にできる健康法です。
　市内の名所や公園などを楽しみながら
歩いてみてはいかがですか。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト

　

歩
く
姿
勢
を
意
識
す
る
こ
と
で
、

よ
り
安
全
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
動

き
や
す
い
服
装
・
靴
で
行
い
、
夜

間
は
反
射
タ
ス
キ
や
バ
ン
ド
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。
寒
い
季
節
も
水

分
補
給
は
必
要
で
す
。
適
宜
休
憩

を
入
れ
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
記
録
マ
ッ
プ

配
布
中
！

　

忙
し
く
て
運
動
で
き
な
い
、
運

動
の
き
っ
か
け
が
な
い
、
な
か
な

か
続
か
な
い
と
い
う
人
は
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
記
録
マ
ッ
プ
を
使
っ
て

楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

　

マ
ッ
プ
の
裏
面
に
は
、
正
し
い

歩
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

地
図
が
完
成
し
た
人
に
は
、
粗

品
を
進
呈
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
人

期
間　
平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

マ
ッ
プ
の
配
布
場
所　
健
康
課
、
各

総
合
支
所
生
活
福
祉
課

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
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血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

血
管
の
老
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

と
き　
平
成
29
年
１
月
11
日
㈬
、

10
時
～
13
時

と
こ
ろ　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー・

１
階
調
理
室

対
象　
市
内
在
住
の
人

内
容　
血
糖
値
を
上
げ
に
く
く

す
る
食
事
の
こ
つ
（
講
話
）、
高

血
糖
予
防
レ
シ
ピ（
調
理
実
習
）

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

マ
ス
ク
、
材
料
費
３
０
０
円

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課
へ

　
こ
の
講
座
で
は
、
楽
し
く
脳

を
使
い
、
認
知
症
を
寄
せ
付
け

な
い
生
活
習
慣
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

と
き　
平
成
29
年
１
月
16
日
㈪・

23
日
㈪
、
13
時
30
分
～
15
時
30

分

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー・

２
階

対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

で
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人

内
容　
認
知
症
予
防
に
関
す
る

講
話
と
音
楽
療
法
士
に
よ
る
音

楽
療
法

定
員　
50
人

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

初
参
加
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

申
し
込
み　
12
月
15
日
㈭
・
８

時
30
分
か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課
へ

　
皆
さ
ん
に
身
近
な
ヘ
ル
ス
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
一
緒
に
歩
き
ま

せ
ん
か
。

と
き　
平
成
29
年
１
月
20
日
㈮
、

13
時
30
分
～
15
時
30
分

集
合
場
所　
健
康
づ
く
り
広
場

前
（
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・
１

階
）

対
象　
市
内
在
住
の
人

内
容　
高
柳
商
店
街
コ
ー
ス（
3.6

㎞
）
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
雨
天

中
止
）

※�

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

持
ち
物　

傷
害
保
険
料
10
円
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で

き
る
服
装
・
靴

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

※�

ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、

健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に
実

践
し
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
役

を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

と
き　
平
成
29
年
１
月
19
日
㈭
、

10
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ　
小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
４
～
６
カ
月
）
の
保
護
者

内
容　
離
乳
食（
初
期
～
中
期
）

の
話
と
試
食

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
12
月
15
日
㈭
・
８

時
30
分
か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課
へ

　
健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

　
血
管
を
守
ろ
う
！

　
血
糖
値
が
気
に
な
る
人
の

　
食
生
活
講
座

健
康
づ
く
り
通
信

～ 

み
ん
な
笑
顔　

伊
勢
の
元
気
人 

～

健
康
課（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
）

［
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
］

（
☎
27－

２
４
３
５　

21－

０
６
８
３
） 

（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

 参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

　
離
乳
食
教
室

　
（
初
期
～
中
期
）

　
音
楽
で
脳
生
き
生
き
!!

　
認
知
症
予
防
の
た
め
の

　
音
楽
講
座

　
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

　
健
康
課
の
共
同
企
画

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

広
告

9 8広報いせ 平成28年12月15日号 広報いせ 平成28年12月15日号



健康づくり通信

骨密度測定（手首）の様子

　
こ
の
教
室
で
は
、
音
楽
に
合

わ
せ
て
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
運
動
を
始
め

ま
し
ょ
う
。

と
き　
平
成
29
年
１
月
30
日
㈪・

２
月
６
日
㈪
・
13
日
㈪
・
27
日

㈪
・
３
月
６
日
㈪
、
10
時
～
11

時
30
分
（
全
５
回
）

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー・

２
階

対
象　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね

74
歳
以
下
で
、
今
ま
で
参
加
し

た
こ
と
が
な
く
、
原
則
５
回
参

加
で
き
る
人

内
容　
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
運
動
の
理
論
と
方
法
（
講

話
）、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
を
取
り
入
れ
た
健

康
づ
く
り
体
操

定
員　
60
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

傷
害
保
険
料
50
円
、

飲
み
物
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
フ
ェ

ー
ス
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る

服
装
・
靴

申
し
込
み　
12
月
15
日
㈭
・
８

時
30
分
か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課
へ

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
だ
け

る
場
と
し
て
、
健
康
テ
ラ
ス
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
身
長
体
重
計
・
血
圧
計
・
体

脂
肪
計
・
脳
年
齢
計
は
常
設
し

て
い
ま
す
が
、
平
成
29
年
１
月

11
日
㈬
～
13
日
㈮
は
、
測
定
機

器
を
追
加
し
て
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
ま
す
。

と
き　
平
成
29
年
１
月
11
日
㈬

～
13
日
㈮
、
10
時
～
16
時

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー・

ロ
ビ
ー

追
加
測
定
機
器　
骨
密
度
測
定

機
器
（
手
首
）、
血
管
年
齢
計

※
申
し
込
み
は
不
要
。

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

　
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
健
康
テ
ラ
ス
の
催
し

 ごみゼロポスター入賞作品 シ
リ
ー
ズ
資
源清

掃
課
（
☎
37

－

１
４
４
３　

37

－

０
１
８
９
）

めざせ！

ご
み
ゼ
ロのま

ち

小西 沙弥さん
（有緝小５年）

西村 光平さん
（倉田山中１年）

下村 友里子さん
（倉田山中２年）

松本 一花さん
（宮川中３年）

北尾 真菜実さん
（小俣小１年）

伊藤 楓さん
（神社小６年）

小学生の部

中学生の部

　今年度も、ごみの減量・資源化への意識を高めるため、小・中学生を
対象に「ごみゼロポスター」を募集しました。
　799点の応募の中から、小学生の部・中学生の部それぞれの上位３賞に
選ばれた作品を紹介します。

教育長賞市長賞

市長賞

議長賞

議長賞 教育長賞
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解剖慰霊祭

せ
ん
ぐ
う
館

　
外
宮
ま
が
た
ま
池
の
ほ
と
り

に
立
つ
「
せ
ん
ぐ
う
館
」
は
、

伊
勢
神
宮
や
式
年
遷
宮
の
こ
と
、

社
殿
の
造
営
や
御お

ん

装し
ょ
う

束ぞ
く

神し
ん

宝ぽ
う

の

調
製
の
こ
と
を
分
か
り
や
す
く

紹
介
す
る
博
物
館
で
、
第
62
回

神
宮
式
年
遷
宮
を
記
念
し
て
平

成
24
年
４
月
に
開
館
し
ま
し
た
。

　
「
展
示
室
８
」
で
は
、
伊
勢

神
宮
や
式
年
遷
宮
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

期
間
限
定
の
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
、「
参
宮
」
を
テ
ー
マ

に
「
伊
勢
参
宮
と
鉄
道
」
と
題

し
て
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

企
画
展
「
伊
勢
参
宮
と
鉄
道
」

開
催
期
間
：
12
月
28
日
㈬
～
平
成
29
年
３
月
27
日
㈪　

情
報
提
供
：
式
年
遷
宮
記
念 

せ
ん
ぐ
う
館
　
赤
尾 

洋
輔
さ
ん

伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館
だ
よ
り

49

伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局
［
文
化
振
興
課
内
］

（
☎
22

－

７
８
８
５　

23

－

８
６
４
１
）
予算額　59万７千円

　
11
月
10
日
に
平
成
28
年
度
解

剖
慰
霊
祭
が
、
ご
遺
族
・
ご
来

賓
・
職
員
合
わ
せ
て
約
80
人
の

参
列
の
も
と
、
当
院
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
御
霊
の
鎮
魂
と

ご
冥
福
を
祈
る
黙
と
う
、
参
列

者
全
員
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
、

白
菊
の
花
が
一
人
一
人
の
手
で

供
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
院
で
は
、医
師
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
職
員
が
持
て
る
医
療

技
術
の
限
り
を
尽
く
し
て
、
治

療
・
看
護
に
懸
命
の
努
力
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
未
だ
医

学
的
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点

も
多
く
、解
剖
を
行
う
こ
と
で
、

ご
遺
体
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

伊
勢
総
合
病
院
（
☎
23

－

５
１
１
１　

27

－

２
３
１
５
）

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
�

解
剖
慰
霊
祭

伊
勢
を
目
指
す
鉄
道

　
か
つ
て
「
お
か
げ
参
り
」
と

し
て
江
戸
時
代
に
幾
度
と
な
く

ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
お
伊

勢
参
り
は
、
当
然
な
が
ら
徒
歩

で
の
参
宮
が
基
本
で
し
た
。
し

か
し
明
治
維
新
後
、
文
明
開
化

と
と
も
に
そ
の
様
相
は
徐
々
に

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
明
治
２
年
に
は
鉄
道
敷ふ

設せ
つ（
設

置
）
が
決
定
さ
れ
、
明
治
５
年

の
新
橋
～
横
浜
間
の
開
業
を
皮

切
り
に
、
官
設
・
私
設
の
鉄
道

が
次
々
に
開
業
し
て
、
国
内
の

鉄
道
網
が
整
備
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
ら
の
鉄
道
網
の
中
に

は
、
社
寺
参
詣
の
た
め
の
路
線

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
草そ

う

創そ
う

期
に
お
い
て
、
幹
線

か
ら
遠
く
離
れ
た
伊
勢
神
宮
を

目
指
す
参
宮
鉄
道
の
設
立
は
特

別
な
も
の
で
し
た
。

　
当
初
政
府
か
ら
は
「
遊
覧
目

的
の
敷
設
は
無
意
味
」
と
却
下

さ
れ
ま
し
た
が
、神し

ん

苑え
ん

會か
い

幹
事・

太
田
小
三
郎
さ
ん
の
尽
力
と
当

時
の
有
力
者
た
ち
の
協
力
の
末

「
急
ぎ
建
設
を
要
す
る
」
と
理

解
を
得
ら
れ
免
許
が
下
り
、
明

治
23
年
に
敷
設
が
開
始
さ
れ
ま

す
。

　
そ
れ
ほ
ど
国
民
に
と
っ
て
伊

勢
参
宮
は
大
切
で
あ
り
、
聖
地

へ
の
開
線
が
求
め
ら

れ
て
い
た

の
で
す
。

　
そ
し
て
、
解
剖
に
よ
り
学
ば

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
今

後
の
医
療
に
生
か
し
て
い
く
こ

と
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
職
員
一
同
、
謹
ん
で
ご
霊
前

に
追
悼
の
意
を
表
し
、
御
霊
の

安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
お
祈
り

申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、
解
剖

に
同
意
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

ご
遺
族
様
の
お
気
持
ち
に
報
い

る
べ
く
、
今
後
よ
り
一
層
の
研

鑽さ
ん

を
積
ん
で
、
医
学
発
展
と
医

療
技
術
の
向
上
、
そ
し
て
地
域

の
医
療
の
た
め
に
尽
く
し
て
い

き
ま
す
。
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参
宮
と
鉄
道
の
最
盛
期

　
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
、
徒
歩

で
伊
勢
を
目
指
し
た
人
々
の
参

宮
ス
タ
イ
ル
は
大
き
く
変
化
し
、

参
拝
者
は
増
加
し
ま
し
た
。

　
明
治
末
期
に
は
市
内
に
路
面

電
車
が
開
業
し
、
鉄
道
の
終
着

駅
の
山
田
（
現
・
伊
勢
市
）
と

外
宮
・
内
宮
を
結
び
ま
す
。

　
そ
し
て
、
大
正
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
、※
伊
勢
電
気
鉄
道

や
参
宮
急
行
電
鉄
（
現
・
Ｊ
Ｒ

参
宮
線
）
が
続
々
と
開
業
・
延

伸
し
、
東
京
方
面
や
大
阪
方
面

か
ら
の
参
宮
が
さ
ら
に
身
近
に

な
り
、
鉄
道
に
よ
る
参
宮
の
最

盛
期
を
迎
え
ま
す
。

参
宮
の
基
盤
と
し
て

　

戦
時
下
の
鉄
資
源
確
保
や
、

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
に
伴
う

自
家
用
車
の
大
衆
化
・
高
速
道

路
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
鉄
道

で
の
参
宮
は
以
前
に
比
べ
て
減

少
し
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
代
参
宮
の
礎

い
し
ず
えを

築
い
た
鉄
道
に
よ
る
参
宮
は
、

江
戸
時
代
の
お
か
げ
参
り
に
負

け
ず
劣
ら
ず
、
浪ろ

漫ま
ん

か
き
立
て

る
庶
民
憧
れ
の
旅
で
し
た
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
い
か

に
し
て
鉄
道
が
発
展
し
、
国
民

の
お
伊
勢
参
り
の
足
と
し
て
活

躍
し
て
き
た
の
か
を
、
当
時
の

写
真
や
年
表
な
ど
を
通
し
て
皆

さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。

所 在 地　豊川町 126-1（外宮域内）
開館時間　9:00 ～ 16:30（入館は 16:00 まで）
休 館 日　第４火曜日（祝日の場合は翌日）
入 館 料　大人 300 円、小・中学生 100 円

式年遷宮記念 せんぐう館　 ☎ 22ー6263　 22ー6264

宮川鉄橋を渡り神都を目指す参宮鉄道
（写真集伊勢編集委員会編・国書刊行会
発行「ふるさとの想い出写真集伊勢」
より転載）

「外宮参道」を走る路面電車
（写真集伊勢編集委員会編・国書刊行会発行
「ふるさとの想い出写真集伊勢」より転載）

※
新
松
阪
～
大
神
宮
前
は
昭
和
17

年
に
廃
止
。

（経済産業省のホームページより）

●新しい洗濯表示

　
衣
類
の
「
取
り
扱
い

表
示
」
に
は
、
家
庭
で

の
洗
濯
や
漂
白
、
ア
イ

ロ
ン
が
け
の
目
安
や
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
な

ど
、
そ
の
衣
類
に
応
じ

た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
12
月
か
ら
、こ
の「
取

り
扱
い
表
示
」
が
国
際

基
準
に
統
一
さ
れ
、
下

図
の
と
お
り
記
号
の
デ

ザ
イ
ン
が
新
し
く
な
り
、

種
類
が
増
え
ま
す
。

　
記
号
の
近
く
に
付
記

さ
れ
る
参
考
情
報
も
確

認
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
21

－

５
７
１
７　

22

－

５
０
１
４
）
予算額 1,076 万 8千円
（うち県補助 560万 5千円）

教えて

相
談
員
さ
ん

衣
類
の「
取
り
扱
い
表
示
」

 

（
洗
濯
表
示
）が
変
わ
り
ま
す
!!
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1

　
む

      

ら
　

9

　
む

      

ら
　

植栽場所の除草作業

芋畑の管理

水路周辺の除草作業

の
子
ど
も
た
ち
と
収
穫
し
、
そ

れ
を
焼
き
芋
に
し
て
食
べ
る
こ

と
で
、
食
を
支
え
る
農
業
の
大

切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
農
閑
期
に
は
、
農
道
に
た
ま

っ
た
枯
れ
草
や
土
砂
を
整
理
し
、

田
ん
ぼ
の
給
水
バ
ル
ブ
の
点
検

を
行
う
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て

農
業
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

住
所　
磯
町
９
６
４

－

１

　
当
組
織
は
、
磯
町
の
42
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
用
地
を
保
全
管
理

し
て
い
ま
す
。

　
用
排
水
路
の
補
修
を
含
め
た

管
理
、
農
道
の
整
備
や
草
刈
り

な
ど
の
活
動
を
中
心
と
し
、
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
整
備
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。　
　

　
ま
た
、
遊
休
農
地
に
花
を
咲

か
せ
る
こ
と
で
地
域
の
美
化
に

努
め
、
さ
ら
に
、
水
路
の
水
を

木
炭
で
浄
化
す
る
な
ど
の
先
駆

的
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
る
の
も
当
組
織
の
特
長

で
す
。

　
秋
に
は
、
磯
町
営
農
団
体
と

共
に
、
地
域
住
民
が
参
加
す
る

収
穫
祭
を
行
い
、
里
の
恵
み
に

感
謝
し
、
農
業
を
盛
り
上
げ
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
所　
円
座
町
１
５
７
３

－

４

　
円
座
町
に
広
が
る
37
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
水
田
は
、
江
戸
時
代
に

円
座
大
庄
屋
米
山
宗
隆
・
宗
持

に
よ
り
開
か
れ
ま
し
た
。
米
山

家
に
対
す
る
感
謝
の
意
か
ら「
米

山
新
田
」
と
呼
ば
れ
、
新
田
中

央
に
は
２
人
の
功
績
を
た
た
え

る
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
そ
ば
に
当
組

織
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
七

福
神
の
中
の
紅
一
点
、
水
の
神

「
弁
天
様
」
が
祭
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
今
回
紹
介
す
る
組
織
は
、
円
座
町
の「
弁
天
様
協
議
会
」、
通
町

の「
通
町
ふ
る
さ
と
再
生
活
動
隊
」、
磯
町
の「
磯
地
区
農
地
・
水
・

環
境
保
全
会
」で
す
。

　
弁
天
様
は
、
奈
良
時
代
か
ら

農
民
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の

人
々
に
崇
拝
さ
れ
、
地
域
に
水

と
財
を
も
た
ら
し
繁
栄
さ
せ
た

と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
、
将
来

的
な
円
座
町
繁
栄
の
願
い
を
込

め
「
弁
天
様
協
議
会
」
と
名
付

け
ま
し
た
。

農
林
水
産
課
（
☎
22
―
0
3
7
0　

21
―
５
６
０
５
）

　
そ
の
名
の
と
お
り
、
用
排
水

路
の
点
検
・
補
修
、
泥
上
げ
や

除
草
な
ど
、
農
業
の
根
幹
と
な

る「
水
」を
守
る
活
動
を
中
心
と

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
元
中
学
生
と
共
に
、

農
道
清
掃
や
花
壇
に
花
を
植
え

る
環
境
美
化
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
末
永
く
後
世
ま
で
円
座
の
地

で
安
心
し
て
農
業
が
行
え
る
よ

う
、
メ
ン
バ
ー
が
知
恵
を
出
し

合
い
、
協
力
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

住
所　
通
町
１
３
４
５

　
当
組
織
は
、
通
町
の
26
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
用
地
を
保
全
管
理

し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
構
成
員
の
出

合
い
に
よ
る
農
道
や
あ
ぜ
の
草

刈
り
、
排
水
路
の
泥
上
げ
、
花

畑
や
芋
畑
の
管
理・運
営
で
す
。

　
中
で
も
、
芋
畑
は
手
塩
に
か

け
て
育
て
た
さ
つ
ま
芋
を
地
元

弁
天
様
協
議
会

 

通
町
ふ
る
さ
と
再
生
活
動
隊

 

磯
地
区
農
地
・
水
・
環
境

 

保
全
会
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6

　このシリーズでは、「伊勢市地産地消の店」認定店を紹介します。

　今年で 20 年になる大西農園は、大西さんの「自分
で作った物を自分で直接販売したい」という思いか
ら生まれました。最初はメロンを主力にスタートし、
現在では、イチゴ（紅ほっぺ）を主力としながら、メロン・イチジク・
米 ( ミルキークイーン）を、味・品質にこだわり生産しています。

　大西さんは「年中いつでも果実があるようにしたい」と、新品種のイチゴ「よつぼし」など、この辺りでは
珍しい品種の果実の栽培に熱心に取り組んでいます。今後はポポーやトロピカルフルーツにも挑戦していくそ
うで、とても楽しみです。
　大西農園の品物は、限られた場所のみで購入することができますが、直接大西農園に出向いて購入するのが
一番のおすすめです。生産者の大西さんからその日とれた物を購入することができます。

　勾玉亭では、ほとんどの食材を伊勢市産でそろえ、そろわない場合は、
なるべく県内産の物を取り入れる地産地消に力を注いでいます。
　野菜は、地元の農家やしんみち商店街の「いせ産直市場」から、穴子や鱧

は も

などの魚
介類は有滝漁港から仕入れ、和洋中のシェフがそれぞれ腕を振るいます。
　約３年前に外宮前にオープンした勾玉亭が地産地消にこだわるのは、「その土地の物
を食べたい」と思う観光客を、地元の物を使って喜ばせたいという思いがあったから
です。今では、地元や近隣市町のリピーター客も多いそうです。
　これからの季節は、鍋がおすすめです。牡

ぼ

丹
たん

鍋（香ばしい味噌ベースの猪
しし

肉の鍋）や紅
葉鍋（醤油ベースの鹿肉の鍋）の地場産ジビエ鍋をはじめ、さまざまな鍋が楽しめます（要予約）。

　ジャンティーユでは、店舗の隣の菜園や志摩市にある菜園で葉物野菜や芋類・ハーブ・
夏野菜など、さまざまな野菜を栽培しています。
　シェフの井上さんは、ホテルや老舗レストラン、フランスで数々の修行経験を積ん
でいます。自家菜園にこだわるのは、10 年前、修行先のパリの三ツ星レストランが自
家栽培をしており、そこで学んだことがきっかけだそうです。渡仏の翌年、ジャンティー
ユをオープンし、今年で 10 周年。ランチはカジュアルに、ディナーはスタンダードな
フレンチスタイルのコースを楽しむことができます。
　もちろん、魚介類は伊勢志摩でとれる物がほとんどで、中でも、黒鮑

あわび

のステーキはシェフの一押しメニュー
です。その他にも、旬の魚のカルパッチョなど、メイン料理に野菜が彩りを添えます。

住　　所　小俣町宮前 209 （☎ 23–4579　 23–5086）
営業時間　夏季（7 月～9 月）9 時～12 時・14 時～19 時、冬季（10 月～6 月）10 時～12 時・13 時 30 分～18 時（定休日：なし）

住　　所　岩渕 1 丁目 1-31 （☎ 22–7788　 20–2201）
営業時間　11 時～14 時 30 分（最終入店は 13 時 45 分）、18 時～21 時（最終入店は 20 時）
　　　　　（定休日：水曜日、第 2・4 火曜日〔夜のみ〕）

住　　所　大倉町 302（☎・ 22–2882）
営業時間　�ランチ：11 時 30 分～15 時（ラストオーダーは 14 時）、ディナー：17 時 30 分～22 時（ラストオーダーは 20 時）
　　　　　（定休日：日曜日〔夜〕、月曜日）月曜日が祝日の場合は月曜日〔夜〕・火曜日

農林水産課（☎22–0370　 21–5605）

大西農園　人が作っていない物を作りたい！家族で営む果実の農園

勾
ま が

玉
た ま

亭　和洋折
せ っ

衷
ちゅう

、旬の鮮魚や地野菜中心のバイキングレストラン

G
ジ ャ ン テ ィ ー ユ

entille　自家菜園野菜を主に取り入れたフランス料理店

「広報いせ」11 月 15 日号の 15 ページに掲載しました「西洋料理ぼうがいっぽん」の内容について、
次のとおり誤りがありましたので、お詫びして訂正します。　誤 　無農薬有機栽培　 正 　無農薬栽培

お詫びと訂正

ジビエにも
取り組む
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手
話
通
訳
と
は
、
聞
こ
え
る

人
の
声
を
手
話
に
変
え
た
り
、

聞
こ
え
な
い
人
の
手
話
を
声
に

変
え
る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
役
割
は
手
話
通
訳
者
が

担
っ
て
お
り
、
病
院
で
の
診
察

や
市
役
所
で
の
手
続
き
、
会
議

や
講
演
会
、
学
校
・
幼
稚
園
の

保
護
者
会
や
会
社
の
面
接
な
ど
、

暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
聞
こ
え
る
人
と
聞
こ

※�

手
話
表
現
の
一
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

心
豊
か
に
共
生
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
て

高
齢･

障
が
い
福
祉
課
（
☎
21

－

５
５
５
８　

20

－

８
５
５
５
）

手
話
を
覚
え
て
み
よ
う
！
⑨

「
手
話
」

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
情
報
保
障
①

手
話
通
訳

第９回
　
伊
勢
市
手
話
言
語
条
例　
４
月
１
日
施
行

両
手
人
さ
し
指
の
指
先

を
向
か
い
合
わ
せ
て
、

交
互
に
回
し
ま
す
。

　

今
回
は
、「
身
体
障
が
い
者

補
助
犬
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
身
体
障
が
い
者
補
助
犬
と
は
、

目
・
耳
・
手
足
に
障
が
い
の
あ

る
人
（
ユ
ー
ザ
ー
）
の
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
盲
導
犬
・
聴
導

犬
・
介
助
犬
の
こ
と
で
す
。

　
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
が
施

行
さ
れ
、
現
在
で
は
公
共
の
施

設
や
交
通
機
関
は
も
ち
ろ
ん
、

ス
ー
パ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

の
民
間
施
設
で
も
補
助
犬
を
同

伴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
補
助
犬
は
ペ
ッ
ト
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
体
の
不
自
由
な
人
の

体
の
一
部
と
な
っ
て
働
い
て
い

ま
す
。
社
会
の
マ
ナ
ー
を
守
る

訓
練
を
行
い
、
衛
生
面
で
も
き

ち
ん
と
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

え
な
い
人
を
つ
な
げ
、
聴
覚
障

が
い
者
の「
聴
く
こ
と
の
権
利
」

や
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

を
保
障
す
る
た
め
、
手
話
通
訳

者
を
派
遣
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　
派
遣
さ
れ
る
手
話
通
訳
者
は
、

手
話
通
訳
士
資
格
所
持
者
や
手

話
通
訳
者
全
国
統
一
試
験
合
格

者
な
ど
で
、
一
定
の
技
術
や
知

識
を
持
ち
、
守
秘
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

■活動中の補助犬には、話し掛けたり、じっと見つ
めたり、勝手に触るなど、気を引く行為はしない
ようにしましょう

■補助犬は、ユーザーの指示に従って待機すること
ができるので、特別な設備は必要ありません

サポートするときのポイント

高齢･障がい福祉課
☎２１－５５５８ ２０－８５５５

シリーズ障がい

障がいを
理解しよう！

第８回

市のホームページで
手話動画を見ること
ができます。
みんなで手話 検 索

盲
導
犬

聴
導
犬

介
助
犬

　
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
を
、

障
害
物
を
よ
け
な
が
ら
安
全
に

誘
導
し
ま
す
。
ハ
ー
ネ
ス
（
胴

輪
）
を
付
け
て
い
ま
す
。

　
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
に

音
を
知
ら
せ
ま
す
。
お
湯
が
沸

い
た
音
や
ド
ア
チ
ャ
イ
ム
、
電

話
の
着
信
音
な
ど
を
聞
き
分
け

て
伝
え
ま
す
。「
聴
導
犬
」
の

表
示
を
付
け
て
い
ま
す
。

　
手
や
足
な
ど
に
障
が
い
の
あ

る
人
の
日
常
生
活
動
作
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。
電
気
を
つ
け
た

り
、
物
を
拾
っ
て
渡
し
た
り
、

着
脱
衣
の
介
助
な
ど
を
し
ま
す
。

「
介
助
犬
」
の
表
示
を
付
け
て

い
ま
す
。

■補助犬に食べ物や水を与えないようにしましょう
■補助犬が通路をふさいだり、匂いをかぎ回るなど
困った行為をしている場合は、補助犬のユーザー
に伝えてください
■補助犬を同伴していても、援助を必要とする場合
があります。困っている場合は声を掛け、コミュ
ニケーションをとってください
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シ
リ
ー
ズ
人
権

～
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
～

人
権
政
策
課
（
☎
21

－

５
５
４
６　

22

－

３
４
５
４
）

人
ひ
と
り
が 

輝
く
た
め
に

　
平
成
28
年
は
、
振
り
込
め
詐

欺
を
は
じ
め
と
す
る
特
殊
詐
欺

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

不
審
者
や
盗
難
被
害
な
ど
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
自
主
防
犯
団
体
・
警

察
・
関
係
機
関
が
連
携
し
て
、

街
頭
啓
発
な
ど
の
防
犯
活
動
を

し
て
い
ま
す
が
、
伊
勢
市
全
域

で
の
活
動
は
困
難
な
状
況
で
す
。

　
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
力
が
何
よ
り

も
必
要
で
す
。

　
防
犯
活
動
は
「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
意
識
が
あ
れ
ば
誰
で
も
参

加
で
き
る
活
動
で
す
。

　
現
在
、
自
主
防
犯
団
体
の
な

い
地
域
が
あ
り
ま
す
。
犯
罪
が

起
き
に
く
い
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
地
域

に
自
主
防
犯
団
体
を
結
成
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
自
主
防
犯
活
動
で
、
住
み
よ

い
地
域
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

危
機
管
理
課
（
☎
21

－

５
５
２
４　

20

－

３
１
５
１
）

あ
な
た
の
地
域
に

自
主
防
犯
団
体
を

結
成
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

◦�

地
域
の
犯
罪
な
ど
を
未
然
に

防
ぐ

◦�

地
域
住
民
が
安
全
に
対
す
る

関
心
を
持
つ

◦
地
域
の
連
帯
感
を
高
め
る

◦�

地
域
の
犯
罪
抑
止
機
能
を
高

め
る

　
皆
さ
ん
は
「
自
分
や
自
分
の

大
切
な
人
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
た
ら
」
と
考
え
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

　
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き
、

私
た
ち
の
身
に
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
る
の
か
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
犯
罪
に
よ
り
、
ま
ず
、
け
が

を
負
わ
さ
れ
た
り
家
族
や
財
産

を
奪
わ
れ
た
り
と
い
っ
た
直
接

的
な
被
害
に
遭
い
ま
す
。
こ
れ

だ
け
で
も
大
変
な
こ
と
で
す
が
、

直
接
的
被
害
の
後
に
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
「
２
次
被
害
」
に
苦
し

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
被
害
に
遭
っ
た
こ

と
に
よ
る
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
や

体
の
不
調
、
医
療
費
負
担
の
増

加
や
失
職
・
転
職
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
な
ど
の
経
済
的
負
担
、

捜
査
や
裁
判
の
手
続
き
に
お
け

る
時
間
的
・
精
神
的
負
担
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
周
囲
の
人
か
ら
の
心

な
い
言
動
や
興
味
本
位
な
う
わ

さ
話
、
行
き
過
ぎ
た
マ
ス
コ
ミ

の
取
材
や
報
道
、
さ
ら
に
は
被

害
者
に
対
す
る
非
難
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
２
次
被
害
の
中
に
は
、

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
置

か
れ
て
い
る
状
況
を
私
た
ち
が

理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
る
問
題
も

あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
こ
の
よ
う
な
苦
し
み

を
持
っ
た
人
た
ち
が
い
る
こ
と

を
知
り
、
相
手
の
気
持
ち
を
尊

重
す
る
こ
と
が
、
被
害
者
の
人

権
を
守
る
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
と

そ
の
家
族
の
人
権

自
主
防
犯
活
動
の

目
的

～不審者などの排除、町内での連帯感の意識高揚～
●町内であいさつや声掛けをしましょう
～きれいな町には犯罪者は寄り付きにくくなる～
●自宅や町内の美化活動や環境の整備をしましょう
～盗難防止～
●年末は空き巣などが多発する傾向にあるので、不審
者が潜みやすくなるような場所を把握し、改善しま
しょう

～悪質商法などに対する被害防止～
●悪質な訪問販売なども多くなる時期です。在宅時も
玄関の扉を施錠し、突然の来訪者に注意しましょう

～高額な詐欺被害の防止～
●振り込め詐欺などの特殊詐欺の電話などに注意しま
しょう

年末・年始に向けた防犯一口メモ
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１
４
ー
１
１
３
８
津
市
戸
木
町

２
０
３
３
）
へ

※
申
込
用
紙
は
、
一
般
財
団
法

　
人
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
振

　
興
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｄ
）
の
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

https://

　

w
w
w
.jard.o

r.jp

）
の

　

�「
養
成
課
程
講
習
会
」
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

※
最
後
に
実
施
す
る
修
了
試
験

　
に
合
格
す
る
と
、
第
４
級
ア

　
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
の
資
格

　
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
伊
勢
市
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク・原
さ
ん（
☎
28
ー
４
４
８
８
）

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
第
４
級

標
準
コ
ー
ス
の
講
習
会

危
機
管
理
課

（
☎
21
―
５
５
２
３ 

 

20
―
３
１
５
１
）

と
き　
平
成
29
年
３
月
26
日
㈰・

４
月
２
日
㈰
、９
時
～
17
時（
全

２
回
）

と
こ
ろ　
伊
勢
地
区
医
師
会
館・

講
堂
（
勢
田
町
６
１
３
ー
12
）

定
員　
60
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
２
万
２
７
５
０
円

（
平
成
29
年
３
月
26
日
時
点
で

18
歳
以
下
の
人
は
７
７
５
０
円
）

※�

申
し
込
み
前
に
払
い
込
み
が

必
要
で
す
。

申
し
込
み　
平
成
29
年
３
月
16

日
㈭
ま
で
に
、
所
定
の
申
込
用

紙
を
、
郵
送
で
一
般
社
団
法
人

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟（
Ｊ

Ａ
Ｒ
Ｌ
）
鈴
鹿
ク
ラ
ブ
（
〒
５
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熊本地震・東日本大震災被災地支援
2016いせ第九コンサート
いせ第九実行委員会・冨田さん（☎・  24ー6145）
時 12 月 23日㈷、14:00 ～　所観光文化会館
内演奏曲目：なるほど第九講座、ベートーベン作曲
「交響曲第九番二短調合唱付」　料 前売り 1,500 円、
当日 1,800 円（いずれも全席自由席）

チェコ国立民族舞踊団伊勢公演
伊勢フォークダンス協会・西村さん

（☎ 090ー 8958ー 0810　  23ー 1683）
時平成 29年 2月 17日㈮、14:00 ～　所観光文化
会館　内若さ、力強く洗練されたステップ、エネル
ギーの迸

ほとばし
り、最高の芸術。素晴らしい音楽と衣装、

軽快な踊りでチェコの草原風景を表現します。
料 前売り：大人 3,000 円・中高生 1,000 円、早期
割引（12月 30日㈮まで）：2,000 円、当日：4,500
円（小学生以下は、保護者同伴の場合は無料）
申同協会・西村さんへ

クリスマスキャンドルサービス
日本キリスト教団山田教会（☎・  28ー 4420）
時 12 月 24日㈯、19時～ 20時　所日本キリスト
教団山田教会（岩渕 1丁目 6ー32）　
内ろうそくの灯のもとで、ハンドベルの演奏を聞き、
賛美歌を歌います。クリスマスイブのひとときを教
会でご一緒に過ごしましょう。

伊勢南ロータリークラブ創立 50周年記念事業
名フィルチャリティーコンサート
伊勢南ロータリークラブ

（☎ 28ー 2560　  24ー 3736）
時平成 29年 3月 12日㈰、15:00 ～　
所 観光文化会館　対 伊勢市近郊に在住している人
（未就学児はご遠慮ください）　

内名古屋フィルハーモニー交響楽団による、伊勢南
ロータリークラブ創立 50周年記念コンサートです。
ソプラノ歌手・白石佐和子さんと市内中学校吹奏楽
部部員との共演もあります。
定 300 人（申し込み多数の場合は抽選）　
申 平成 29年 1月 20 日㈮（必着）までに、往復は
がきで同クラブ（〒 516ー0037 岩渕 1丁目 7ー17
伊勢商工会議所 4階）へ
※１人につき１枚の応募でお願いします。

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・
後援などをするイベント情報を案内するコーナーです。
参加費などの記載のないものは無料です。

イベント掲示板

　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、イベント
案内や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費
などの記載のないものは無料です。

みんなの広場

時とき　所ところ　対対象　　内内容
定定員　料料金　　申申し込み

2月15日号＝12月28日㈬
3月���1日号＝���1月13日㈮

掲載申し込み
締め切り

情
報
コ
ー
ナ
ー

募集試験・講座

催し物お知らせ

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

講 

座



　

�

カ
月
～
就
学
前
の
子
ど
も
、

定
員
：
先
着
10
人
）

申
し
込
み　
平
成
29
年
１
月
10

日
㈫
ま
で
に
、
氏
名
・
電
話
番

号
・
託
児
希
望
の
有
無
を
、
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

同
セ
ン
タ
ー
（

k-katei

＠

city.ise.m
ie.jp

）
へ

平
成
28
年
度
伊
勢
市
芸
術
祭

世
界
に
発
信
！

伊
勢
市
短
詩
型
文
学
祭

短
歌・俳
句
作
品
の
展
示

文
化
振
興
課

（
☎
22
―
７
８
８
５ 

 

23
―
８
６
４
１
）

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

伊
勢
の
魅
力
を
発
信
し
て
も
ら

お
う
と
、
市
内
の
小
・
中
学
生

を
対
象
に
短
歌
・
俳
句
を
募
集

し
ま
し
た
。
入
賞
作
品
の
展
示

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

と
き　
12
月
16
日
㈮
～
19
日
㈪
、

９
時
～
19
時

と
こ
ろ　
伊
勢
図
書
館
・
２
階

ロ
ビ
ー

大
仏
山
公
園

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

大
仏
山
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
23
―
６
５
６
５ 

 

23
―
６
７
７
１
）

と
き　
平
成
29
年
１
月
23
日
㈪

～
３
月
14
日
㈫
、
①
初
級
・
中

級
コ
ー
ス
：
毎
週
月
曜
日
・
10

時
～
12
時
、②
初
心
者
コ
ー
ス：

毎
週
火
曜
日
・
13
時
～
14
時
30

分
（
①
②
と
も
全
８
回
）

と
こ
ろ　

県
営
大
仏
山
公
園・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員　
各
８
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
各
９
０
０
０
円
（
保

険
代
を
含
む
）

申
し
込
み　
12
月
20
日
㈫
～
平

成
29
年
１
月
13
日
㈮
に
、
電
話

で
同
事
務
所
へ

※�

各
コ
ー
ス
６
人
以
上
で
開
催

し
ま
す
。

※�

受
講
開
始
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

人定
員　
50
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　
平
成
29
年
１
月
５

日
㈭
ま
で
に
、
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
・
郵
送
（
〒
５
１
４
ー
８
５

５
２
津
市
桜
橋
２
丁
目
１
３
１
）

で
同
セ
ン
タ
ー
へ

こ
ど
も
発
達
支
援
講
演
会

子
ど
も
の
育
ち
支
援
か
ら

考
え
る
発
達
障
が
い

こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
21
―
５
７
１
６ 

 

21
―
５
５
５
５
）

　
こ
の
講
演
会
で
は
、
乳
幼
児

期
か
ら
学
童
期
の
発
達
の
特
性

や
、
発
達
の
中
で
気
に
な
る
部

分
が
あ
る
子
ど
も
に
対
す
る
関

わ
り
方
な
ど
、
子
ど
も
の
育
ち

を
支
え
る
た
め
の
具
体
的
な
話

を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
、
子
育
て

の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
な
視
覚

支
援
グ
ッ
ズ
、
市
内
の
児
童
発

達
支
援
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
事
業
概
要
の
紹

介
・
展
示
も
行
い
ま
す
。

と
き　
平
成
29
年
１
月
21
日
㈯
、

13
時
30
分
～
15
時
15
分
（
展
示

は
16
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　
西
田
寿
美
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ・

サ
ポ
ー
ト
み
え
理
事
長
、
前
県

立
小
児
心
療
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
学
園
長
〔
現
在
は
非
常
勤
医

師
〕
）

定
員　
２
０
０
人
（
先
着
順
）

※
託
児
あ
り
（
対
象
：
生
後
６

に
つ
い
て
は
、
参
加
費
の
返

金
は
で
き
ま
せ
ん
。

シ
ニ
ア
世
代
介
護
職
場
就
労

支
援
事
業
研
修

シ
ニ
ア
生
き
生
き

　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

と
き　
平
成
29
年
１
月
16
日
㈪・

20
日
㈮
・
25
日
㈬
・
31
日
㈫
、

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　
観
光
文
化
会
館
・
４

階
大
会
議
室

対
象　
お
お
む
ね
75
歳
ま
で
の

人
で
、
地
域
で
の
社
会
貢
献
活

動
や
、
介
護
職
場
で
フ
ル
タ
イ

ム
ま
た
は
週
２
～
３
回
の
パ
ー

ト
タ
イ
ム
で
働
く
意
欲
の
あ
る

（
☎
０
５
９
―
２
２
７
―
５
１
６
０ 

 
０
５
９
―
２
２
２
―
０
１
７
０
）
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情報コーナー
法
テ
ラ
ス
三
重

民
事
法
律
扶
助
相
談
会

法
テ
ラ
ス
三
重

（
☎
０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
４
７
０
）

　
収
入
が
一
定
以
下
の
人
を
対

象
に
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相

談
を
行
い
ま
す
。

と
き　
平
成
29
年
１
月
12
日
㈭
、

13
時
～
16
時

と
こ
ろ　
市
役
所
本
館
・
２
階

広
報
広
聴
課
相
談
室

定
員　
６
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
電
話
で
法
テ
ラ
ス

三
重
へ

※�

収
入
要
件
は
家
族
数
な
ど
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※�

申
込
時
に
収
入
状
況
な
ど
を

確
認
し
ま
す
。

市
有
地
を
売
却

用
地
課

（
☎
21
―
５
５
６
２ 

 

21
―
５
５
７
８
）

　
下
表
の
市
有
地
を
、
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

対
象
者

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

の
交
付
を
受
け
、
機
能
訓
練
施

設
へ
通
所
す
る
児
童
お
よ
び
そ

の
介
護
者

対
象
（
機
能
訓
練
）
施
設

◦�

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構
鈴
鹿
病
院

◦�

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構
三
重
病
院

◦�

県
立
小
児
心
療
セ
ン
タ
ー
あ

す
な
ろ
学
園

◦�

県
立
草
の
実
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

◦
済
生
会
明
和
病
院
な
で
し
こ

助
成
額

　
通
所
に
係
る
１
回
当
た
り
の

往
復
距
離
（
１
㎞
未
満
は
切
り

捨
て
）
に
１
㎞
当
た
り
15
円
を

乗
じ
て
得
た
額
（
１
円
未
満
は

切
り
捨
て
）
と
し
、
当
該
日
額

の
通
所
日
数
分
の
額
。た
だ
し
、

１
カ
月
当
た
り
の
助
成
額
の
上

限
は
８
０
０
０
円
と
す
る
。

入
札
参
加
条
件　
一
定
の
資
格

を
満
た
す
個
人
・
法
人
（
入
札

保
証
金
が
必
要
）

申
し
込
み　
平
成
29
年
１
月
16

日
㈪
～
20
日
㈮
に
、
申
込
書
と

添
付
書
類
を
直
接
同
課
へ

入
札
日　
平
成
29
年
１
月
25
日

㈬※
入
札
が
不
調
と
な
っ
た
場
合

　
は
、
入
札
日
の
翌
日
か
ら
先

　
着
順
に
売
却
し
ま
す
。

※
入
札
案
内
は
、
同
課
・
各
総

　
合
支
所
生
活
福
祉
課
に
あ
り

　
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

障
が
い
児
機
能
訓
練

通
所
交
通
費
を
助
成

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
21
―
５
５
５
８ 

 

20
―
８
５
５
５
）

　
市
で
は
、
理
学
療
法
な
ど
の

機
能
訓
練
を
受
け
て
い
る
子
ど

も
へ
の
支
援
を
充
実
す
る
た
め
、

機
能
訓
練
施
設
へ
通
所
す
る
た

め
の
交
通
費
へ
の
助
成
制
度
を

平
成
28
年
10
月
通
所
分
か
ら
見

直
し
ま
し
た
。

　
見
直
し
後
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

申
請
方
法

　
７
月
と
１
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ

前
月
分
ま
で
の
助
成
に
つ
い
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
に
は
通
所
す
る
機
能
訓

練
施
設
の
証
明
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
と
証
明
書
の
所
定
用

紙
は
、
同
課
・
各
総
合
支
所
生

活
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

所在地 中島2丁目1253番3 二見町茶屋字九反田 55番 1 旭町字桃ノ木293番 常磐1丁目216番 2

面　積 180.16㎡（約54坪） 105㎡（約 31坪） 2,325㎡（約 704坪） 626.06㎡（約 189坪）

地　目 宅地 雑種地 山林 宅地

建ぺい率（容積率） 60%（200%） 60%（200%） 40%（200%） 60%（200%）

用途地域 第一種住居地域 準工業地域 指定なし 第一種住居地域

最低売却価格 8,500,000円 2,940,000円 7,910,000円 12,700,000円

市有地売却物件
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年末年始の業務案内
12月 平成29年１月

23
日
㈷

24
日
㈯

25
日
㈰

26
日
㈪

27
日
㈫

28
日
㈬

29
日
㈭

30
日
㈮

31
日
㈯

１
日
㈷

２
日
振

３
日
㈫

４
日
㈬

５
日
㈭

６
日
㈮

７
日
㈯

８
日
㈰

９
日
㈷

市役所・各総合支所・各支所 － － － ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○ － － －

燃えるごみの収集
� 清掃課

（☎37－1443　 37－0189）

月・木地区

－ － － ○ － － 臨時
収集 休 休 休 休 休 － ○ － － － 臨時

収集
火・金地区

－ － － － ○ － 休 臨時
収集 休 休 休 休 － － ○ － － －

資源ステーションでの資源物回収
（各地区指定日）
� 清掃課

（☎37－1443　 37－0189）

各地区のごみカレンダーを参照してください。

資源拠点ステーション
� 清掃課

（☎37－1443　 37－0189）

伊勢中央、宇治、船江、中島、城田、佐八、明倫、厚生、神社、早修、いせトピア、二見、
御薗、小俣、明野

○ ○ ○ － － ○ 臨時
開場

臨時
開場 休 休 休 休 ○ － － ○ ○ ○

宮本、沼木、大湊、北浜
－ － ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○ － ○ －

伊勢廃棄物投棄場� 清掃課
（☎37－1443　 37－0189） － － － ○ ○ － 休 休 休 休 休 休 － － － － － －

小俣廃棄物投棄場� 清掃課
（☎37－1443　 37－0189） － － － － － ○ 休 休 休 休 休 休 ○ － － － － －

清掃工場� 清掃工場
� （☎37－1218　 37－1740）
（受入時間…8:30～12:00、13:00～16:45）

－ － － ○ ○ ○ 臨時
開場

臨時
開場 休 休 休 休 ○ ○ ○ － － 臨時

開場

伊勢リサイクルプラザ
 伊勢リサイクルプラザ

（☎・ 38－2800）
○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○

し尿くみ取り
問い合わせは各くみ取り業者へ

※申し込みは早めにお願いします。
※�㈱鳥羽産業の申し込みは12月26日㈪
までにお願いします。

伊勢市清掃㈱、山田清掃㈲、㈲近代清掃社、中南勢清掃㈲、㈱南部清掃、㈲度会玉城衛生、
㈱松本清掃
－ － － ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ － － －
㈱鳥羽産業
－ － － ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ － － －

火葬場� 伊勢広域環境組合斎場
（☎28－5120　 28－5496） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

離宮の湯� 離宮の湯
（☎22－0548） ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 休 休 臨時

営業 ○ ○ ○ ○ ○ ○

伊勢図書館� 伊勢図書館
（☎21－0077　 21－0078） ○ ○ ○ ○ ○ － 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○ ○ ○

小俣図書館� 小俣図書館
（☎29－3900　 29－3902） ○ ○ ○ ○ － ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○ ○ ○

伊勢総合病院� 伊勢総合病院
（☎23－5111　 27－2315） － － － ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○ － － －

自動交付機� 戸籍住民課
（☎21－5553　 21－0010） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○

おかげバス� 交通政策課
（☎21－5593　 21－5578） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○

沼木バス� 交通政策課
（☎21－5593　 21－5578） ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 ○ ○ ○ ○ － ○

いせ出会い支援センター
いせ出会い支援センター

（☎21－1322　 21－1323）
○ ○ － － － ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○ － －

水道　道路からの漏水を発見したときは、水道管理センター（☎23－3360　 23－3461）へ連絡してください。
　　　水道メーターから蛇口までの修繕を希望する場合は、伊勢市指定給水装置工事事業者へ申し込んでください。

休 年末年始による休業日
－ 定休日
○ 通常業務日
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伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師などが
年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

広報いせ 第203号
伊勢市情報戦略局 広報広聴課
〒516-8601 伊勢市岩渕1丁目7番29号 0596-21-5515 0596-22-9699FAX
（パソコン用）http://www.city.ise.mie.jp（携帯電話用）http://www.city.ise.mie.jp/m/ 伊勢市役所 検 索

広報いせ発行事業費〔予算額〕
2,980万円（24回分） この広報紙は、再生紙を使用しています。

0000-000-000 通話料無料
フリーダイヤル

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています 予算額　838万1千円

問い合わせ先 健康課（　 27ー2435 　  21ー0683）

ise-koho@city.ise.mie.jp
URL

伊勢市
携帯サイト

FAX

視覚障がいのある人で、「声の広報いせ」「点字広報いせ」を希望する人は、
高齢・障がい福祉課（☎21-5558　　20-8555）へ連絡してください。

「広報いせ」では、財源を確保するため、一部のページに企業広告を掲載していますが、これらは市が広告主や商品を推奨するものではありません。

平成28年12月15日発行日
伊勢市発 行

情報戦略局 広報広聴課編 集
株式会社 アイブレーン印 刷

公式キャラクター

問い合わせ先　月～金曜日：９時～ 17時（祝日を除く）

●入場券について ･･･ 入場券販売管理センター
　　　　　　　　　　　　（☎63ー8161　 63ー8162）
●博覧会について ･･･ 実行委員会事務局
　　　　　　　　　　　　（☎63ー5489　 63ー8527）

第 27 回 全 国 菓 子 大 博 覧 会・三 重

前売入場券を販売中！

全国のお菓子が大集合するかし！！

主な販売場所　県内の菓子店（三重県菓子工業組合加盟店）、イオングルー
プ各店舗、ぎゅーとら各店舗、伊勢まちづくり株式会社、近鉄駅営業所、
三重交通の主な切符売り場、主な旅行代理店、主なコンビニエンスストア、
公式ホームページなど

　　　　券種・区分 前売券 当日券 備　　考

　大人 1,800円 2,000円 ◦18 歳以上 65 歳未満の人が対象　
（高校生の区分に該当する人を除く）

シニア 1,400円 1,600円 ◦閉幕〔平成 29 年 5 月 14 日㈰〕 　
時点の年齢が 65 歳以上の人が対象

中学・高校生 1,200円 1,400円

小学生 700円 800円 ◦小学生未満は無料　　　　　　　　
（入場は保護者同伴に限る）

　　　　券種・区分 前売券・当日券

　大人 1,000円

シニア 800円

中学・高校生 700円

小学生 400円

普通
入場券

※価格は全て税込み

※価格は全て税込み

お伊勢さん菓子博 2017 の入場券は、協力施設や店舗で提示していただくと、さまざまな特典やサービスが受けられます。
詳しくは、公式ホームページをご覧ください。
公式ホームページ http://www.kashihaku-mie.jp お伊勢さん菓子博 2017 検 索

特別割引
入場券

お得な 特別割引入場券について
◦身体障害者手帳、療育手帳、

精神障害者保健福祉手帳、戦
傷病者手帳、被爆者健康手帳、
特定疾患医療受給者証、小児
慢性特定疾病医療受給者証な
どを持っている人が対象

◦上記の人の介護者（特別割引
入場券が適用となる介護者は
1 人のみ。2 人目以降は普通
入場券となります。）

平成29年４月21日㈮～５月14日㈰開催
会場：県営サンアリーナおよびその周辺

販売期間：平成29年４月20日㈭まで

みんな　
きてかし！！


